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１．はじめに

　近年、ライフスタイルの変化とともに朝食欠食や個食、生活習慣病の若年化など、食生活に関する

問題が多くみられるようになってきた。このような「食」に関する課題を解決すべく平成17年に食育

基本法1）が策定され、国民の心身の健康を目指すための食育の推進が求められている。

　食育基本法の前文において、食育とは「生きるうえでの基本であって、知育、徳育及び体育の基礎

となるべきもの」としたうえで、「様々な経験を通じて『食』に関する知識と『食』を選択する力を

習得し、健全な食生活を実践することができる人間を育てる」ことであるとしている。食育はすべて

の人々に必要であるが、特に幼児期は心身の成長及び人格の形成に大きな影響を及ぼし、生涯にわ

たって健康的な生活を送るための基礎になる時期であり、幼児期から継続した食育の必要性が求めら

れている。また、保育所保育指針及び幼稚園指導要領2)の中でも、食育の推進や充実について明示さ

れ、保育施設では様々な食育の取り組みや実践が求められている。
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　幼児期の食育活動として、栽培活動、配膳指導、食事マナーの指導など様々な取り組み3）が行われ

ている。中でもクッキング活動は子どもの自主性を育み、達成感をもった活動の一つであることから

多くの保育施設で実施されており、本県でも約87％と高い実施率4）が報告されている。

　クッキング活動とは、子どもたちが調理を通して食材に触れ、作業工程に携わることで、食への興

味・関心を引き出し、進んで食べようとする気持ちを育むことをねらいとした活動とされている5）。

また、クッキング活動の内容は対象年齢によって材料の下ごしらえから包丁を使用した作業まで様々

あるが、身体だけなく五感を使う、体験型の活動であることから教育効果が得やすく、食への興味・

関心を高める活動とされている5）。さらに、子どもが料理に興味をもつ年齢は3、4歳からはじまると

の報告もある6）。このことからも保育施設入園中に幼児がクッキングを経験することは子どもの食経

験を広げることができる有効な活動だと考える。しかし、木村ら7）の報告では保育施設で使用してい

る子ども用机で包丁作業を行うのは、安全ではないと示唆している。包丁を始めとした調理作業に適

した調理台の高さについては、成人を対象とした基準はキッチンメーカー等で推奨している指標（身

長÷2+5（㎝））や日本工業規格などで示されている。また、岡崎8）は成人では身長比53～56％が

切りやすいものを切る高さと報告しているが、幼児を対象としたものは見当たらない。また、クッキ

ング活動を行うための専用設備を準備している保育施設は少なく、子ども用の机をそのまま調理台と

して使用していることが多いと予測する。そのため、現状で使用している子ども用の机は包丁作業を

行う調理台として幼児に適した高さではないと考えられる。

　そこで、本研究では調理操作の一つで、切創などの事故につながりやすい包丁動作と調理台の高さ

の関連を明確にするため、幼保育施設で使用されている調理台が幼児に適した高さになっているか、

調理台の高さと包丁作業を行う際の姿勢や肘関節角度を調査し、幼児に適した調理台の高さの指標づ

くりのための基礎研究とすることとした。

２．対象及び方法

１）調査対象

　研究趣旨の説明文と同意書を配布し、保護者の同意を得られた園児とした。

　A幼稚園年長児14名（男児８名、女児６名）。

２）調査方法

　保育施設で使用している調理台が幼児の身長に適しているかの調査として初めに幼児の身体計測

（身長、頭部、上腕長さ、床から肩関節・肘関節の高さなど）を行った。さらに、包丁作業は肘関節

を支点とした動きをすることから、幼児が包丁を保持した肘関節角度を測定した。

　調理台は保育施設で使用している子ども用机の高さである50㎝を基準に±2.0㎝、±4.0㎝（全５段

階）の高さに設定した。

　肘関節角度の測定は調理台の正面に立ち、包丁を保持した状態の画像を記録し、肘関節角度の測定

を行った。

３）肘関節の測定方法

　対象者の肩関節、肘関節、手関節の３か所にマークをつけ、まな板（0.5㎝高さ）をおいた調理台

に対し、正しい姿勢で包丁を持ち、静止した状態の画像を記録した。肘関節角度の分析には画像分



− 109 −

析ソフト（米国NIHフリー画像処理ソフトImageJ）を用い、マークした部分（３カ所）を線でつな

ぎ、肘関節角度を計測した。

　正しい姿勢は、調理台に対して向かいになるように立ち、調理台からから握りこぶし一個分をあ

け、右手で包丁を持ち、右足を一歩後ろに引き、斜め45度の方向になるようにした。立つ位置にマー

クをし、対象者が同じ姿勢を維持できるようにした。

　調理台は可動式テーブル（不二貿易　ガス昇降式テーブル　幅90㎝×奥行60㎝×高さ11.5㎝－

70cm）を用いた。包丁は安全性を配慮して、市販子ども用包丁と同じサイズ（刃渡り13㎝　持ち手

11㎝）の模擬包丁を用意し使用した。

４）分析方法

　身体計測値については男女間でt検定を行った。また、調理台の高さと肘関節角度については

Pearsonの相関係数を用いて検定をおこなった。有意水準は５％未満とした。分析にはExcel2010を

用いた。

５）倫理的配慮

　幼児の保護者に対し、研究趣旨の説明文と同意書を配布し、保護者の同意を得た。さらに対象幼児

には調査当日に意思確認を行い、調査を実施した。

　本調査は弘前大学大学院保健学研究科倫理委員会の承認を得て実施した。

3．結果及び考察

幼児の身体構成について男女別に表1に示した。身体計測値は男女間の違いはなかった。対象児が在

園している保育施設の子ども用の机のサイズは横120㎝、縦60㎝、高さ50㎝であった。

　子ども用机（50㎝高さ）で対象児の身長25、50、75％タイル値に属する園児で身長の違いによる姿

勢の比較を行った。子ども用の机（高さ50㎝）では、いずれの身長においても腕が伸長状態にあり、

肘関節を視点とした動きができず、包丁を持つ手に力が入っていることが確認できたことから、包丁

を保持する姿勢として適していないことが窺えた。（図１）。この結果から現状の保育施設で使用し

ている子ども用机は包丁作業を行うのに適した高さではないことが判断できた。
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　そこで、成人の指標を基に幼児に適した調理台の高さを検討することとした。調理台高さの基準の

算出式を身長比にすると約53％に相当する。そこで、幼児の平均身長から身長比53％高さを算出した

ところ、男児は約58㎝、女子56㎝、平均57㎝であったことから、保育施設で使用している子ども用机

（50㎝高さ）では幼児の身長に対して低く適していないことが推察できる。しかしながら、成人と幼

児では身体構成に違いがあることが想定される。そのため、成人の指標をそのまま用いることは妥当

ではないと考えた。そこで、包丁作業は肘関節を支点とした動きが求められることから、肘関節角度

と調理台の高さの関連について検討を行った。保育施設で使用している机の高50㎝高さの調理台を基

準に±2.0㎝、±4.0㎝（全５段階）と高さを変えて肘関節角度の測定を行った。それぞれの角度の平

均は表2に示した。調理台の高さと肘関節角度との関係は、ばらつきが大きかったが、調理台が高く

なるほど、肘関節は小さくなる傾向がみられた（図２、３）。
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図 1  ⾝⻑別 50 ㎝⾼さの机における包丁保持姿勢
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４．まとめ

　第３次食育推進計画9）の基本方針において「子供のうちに健全な食生活を確立することは、生涯に

わたり健全な心身を培い、豊かな人間性を育んでいく基礎となるため、子供への食育の基礎を形成す

る場である家庭や学校、保育所等との連携により、食育の取組を確実に推進する」と明示されてい

る。さらに、取り組むべき施策として食に関する体験活動と食育推進活動の実践として、食は観念的

なものではなく、日々の調理や食事等とも深く結び付いている極めて体験的なものであるとし、望ま

しい食習慣や知識の習得の場として子供が実際に自分で料理をつくるという体験を増やしていくとと

もに、親子料理教室等食事についての望ましい習慣を学びながら食を楽しむ機会を提供する活動を推

進している。このことから多くの保育施設においても体験型の食育としてクッキング活動が実施され

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ４．まとめ 

第 3 次食育推進計画 9）の基本方針において「子供のうちに健全な食生活を確立すること

は、生涯にわたり健全な心身を培い、豊かな人間性を育んでいく基礎となるため、子供へ

の食育の基礎を形成する場である家庭や学校、保育所等との連携により、食育の取組を確

実に推進する」と明示されている。さらに、取り組むべき施策として食に関する体験活動

図 2  調理台の⾼さの変化と包丁保持姿勢

図 3  調理台の⾼さと肘関節⾓度（50％タイル値）の関係 

（⼦ども⽤机の⾼さ） 

全体  
ｒ＝-0.38 
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ている。

　幼児期の調理体験と食行動の関連については、堀田5）は「食事作りのなどの経験を通じて幼児の食

行動を広げることは食習慣形成だけでなく生活意欲にも関与している」と報告している。また、瀬尾

ら10）は「５、６児は食べることを身体の健康や成長に関連付けてし、６歳後半は食べることを心に

も関連付けて理解している。」とし、幼児の食行動は他者のやりとりを通して確立するとしている。

さらに鈴木11）は「よく調理する幼児は食事に関する全般的な手伝いをし、食べることへの関心が高

く、栄養に関する知識も持ち合わせている傾向がある。」としている。これらの報告からも幼児期に

調理体験をすることは、幼児の食の興味・関心を高め、この時期の食育目標である「食を営む力を培

う」ことの育成に繋がると考える。

　しかし、現在、ライフスタイルや家族形態の変化に伴い、食の外部化が進んでおり12）、先行研究

においても家庭における調理体験は家庭内調理の簡素化志向や食事時間の多様化が強まり減少してい

る5）と報告している。本来、調理体験は家庭で行うことが望ましいが、様々な社会的背景から家庭で

の実施が難しくなっていると考える。そのため、保育施設で調理体験をする意義は高いといえる。

　クッキング活動は教育効果が高い体験型の幼児が楽しめる食育活動ではあるが、その特性から切創

や火傷といった事故につながりやすい。調理台は調理作業を行う上で欠かせないものであり、不適切

な高さの調理台を使用することで安全性の確保や作業効率、疲労感などに影響を及ぼすと考えられ

る。幼児は調理動作が未熟なため、成人より安全への配慮が必要であり、適切な調理台を使用した作

業が求められる。古賀13）によると「子ども達を対象に料理教室を行う際は備品や設備面で注意が必

要である」としているが、保育施設では専用の設備を設置しているところが少ないのが現状である。

　本研究では幼児に適した調理台の高さの基礎調査として、保育施設で使用されている子ども用の机

が幼児の調理台として適しているかの調査を行った。今回の調査から現状で使用されている高さでの

包丁作業は肘が伸長し、肘関節を支点とした腕の動きができず、食材等を切る力が安定しないことが

窺えた。本研究では幼児に適した高さを示すまでには至らなかった。駒田14）は幼児が日常触れる機

会の少ない包丁を用いることはクッキングに大きな関心をもつきっかけになると報告している。今

後、幼児が包丁作業を行うのに適した調理台高さの指標を検討し、広く周知することは事故のリスク

を軽減が期待できる他、クッキングを通して幼児の食経験を広げることにつながると考えられる。
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